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　Abstract:　In the seventh ﬁve-year plan of the Japanese Antarctic Research Expedition, 
Japanese scientists (led by the National Institute of Polar Research) together with a group 
of Swedish scientists conducted an intensive ﬁeld campaign across Dronning Maud Land, 
East Antarctica, during the 2007/2008 austral summer season. This paper details the entire 
scope of the ﬁeld activities of the project, and includes an outline of the ﬁeld expedition, 
manning and roles, logistics, communications, navigation, and observations. This report 
should provide valuable information for future programs in Antarctica.
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　トラバース旅行で実際に旅行隊が移動したルートの全体像を図 1 に示す．また，図 1 のな
かで四つのエリアを枠組みしているが，そのエリアごとの拡大図を図 2⊖5 に示す．当初計画
を表 1 に，実績値としての行程を図 6 に示す．行程上の主要な地点の一覧は，本報告末尾に，
付録 1 として示す．当初計画に沿い，事前準備や航空オペレーション支援のため，第 48 次
越冬隊員 4 名と支援チームは昭和基地を 2007 年 10 月 31 日に出発し，S16 へ向かった．第
49 次夏隊員 4 名については，日本を 2007 年 10 月 30 日に出発し，ケープタウンに向かった．
ケープタウンから南極ノボラザレフスカヤ基地へは，11 月 2 日深夜にドロンイングモード
ランド航空網（Dronning Maud Land Air Network: DROMLAN）の共同運航便にて移動した．
当初予定では， 11 月 3 日のうちにノボラザレフスカヤ基地で，大陸内を移動するバスラー
ターボ機に乗り換えて S17 へ移動する予定であった．しかし，ノボラザレフスカヤ基地お
よびその西方域の悪天のため， S17に向かったのは予定よりも 4日遅れの 11月 7日となった．
到着は同日の深夜であった．
　その後，第 48 次越冬隊員とともに約 6 日間をかけて内陸旅行の準備を整え，11 月 14 日
に内陸へ出発した．ドームふじ基地には 12 月 10 日に到着した．ドームふじ基地からはドー
ムふじ最高点経由でコーネン基地側に北西方向に伸びる尾根（図 1⊖3）に沿って移動し，会
合点到着は 12 月 24 日であった．途中，ドームふじ基地から 190 km の地点（便宜上，
DK190 と呼ぶ）に無人気象観測装置を設置した．スウェーデン隊とは，12 月 27 日にドーム
ふじ基地の北西約 400 km に位置する会合点（以下，会合点と呼ぶ）で会合をした．ここでは，
第 49 次夏隊員 2 名（榎本・杉山）が交換科学者としてスウェーデン隊に加わり，ワサ基地
に向かった．同時に，スウェーデン隊員 2 名（Karlin, Andersson）が交換科学者として日本
隊に加わり，昭和基地まで同行した．日本隊の会合点出発は 12 月 30 日，内陸南方側をまわ
りこむルートをとり 2008 年 1 月 6 日にドームふじ基地に到着，S16 には 2008 年 1 月 26 日
に帰還した．
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　一方，スウェーデン隊は 12 月 5 日にワサ基地（73.05°S, 13.42°W）を出発し，コーネン基
地（75.00°S, 0.00°E）経由で会合点に至った（図 4，5）．スウェーデン隊はその後観測を続




　日本隊が S16 地点に帰還したのち，全隊員は一旦 1 月 29 日に昭和基地に移動した．その後，
図 1　日本–スウェーデントラバース旅行のルート．表面高度の地図の等高線は，2000 m よりも高いと
ころでは 100 m ごと，低いところでは 500 m ごととしている．これはデジタル標高モデル（Liu 




2007/2008 年シーズンに実施されたノルウェー・米国隊のトレースである（Anschütz et al., 2009）．
明るい青色の線は，氷床表面の分水界を示す．四つの枠で示したエリアの拡大図を，図 2⊖5 に示
す．
Fig. 1.  Routes of the JASE traverse. The underlying satellite image is the MODIS mosaic of Antarctica (Haran et 
al., 2005), with surface elevation contours at a 500 m spacing below 2000 m and a 100 m spacing above 
2000 m (Liu et al., 2001). The red trace shows the route between S16 and Wasa. The blue trace shows the 
south routes (see text). Major sites are indicated by circles (see also Appendix 1). The short line at MP is 
the trace of the survey across the ice divide (see text). The green dotted trace is the route of the 
Norwegian⊖USA traverse during the 2007/2008 season (Anschütz et al., 2009). Light blue thin traces 
indicate ice divides on the ice sheet surface. Four rectangular frames, labeled I⊖IV, outline the expanded 
views presented in Figs. 2⊖5.
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第 49次夏隊員 2名とスウェーデン人交換科学者 2名の計 4名は，2月 5日夕方にバスラーター
ボ機で S17 地点からノボラザレフスカヤ基地滑走路に移動した．ノボラザレフスカヤ基地
滑走路の待機施設にて，ワサ基地経由で同基地滑走路へ戻った日本人 2 名およびスウェーデ
ン隊と合流した．また，セール・ロンダーネ地学調査隊の 7 名とも帰路合流し，同日， 
DROMLAN の共同運航便（2 月 5 日の深夜の便）にてケープタウンへ移動した．その後，第
49 次夏隊員の日本への帰国は 2 月 9 日となった．一方，トラバース旅行参加の第 48 次越冬
隊員は引き継ぎ作業が終わった者から順次，昭和基地から「しらせ」へ移動し，帰国の途に
ついた．
図 2　図 1 で四つの枠で示したエリアのなかで，エリアⅠの拡大図．S16，みずほ基地，ドームふじ基
地を結ぶルートを示す．赤色で，往路のキャンプ位置と日付を示している．茶色で，復路でのキャ
ンプ位置と日付を示している．距離スケールの単位は km．背景の衛星画像は，図 1 と同様，南
極地域を撮影した光学衛星画像 MODIS．
Fig. 2.  Expanded view I, from Fig. 1. The area covers the route connecting S16, Mizuho, and Dome Fuji. The 
locations and dates of campsites for the inland and return traverses are shown by red and brown letters, 
respectively.
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画（観測・設営すべて含む）を合理的に割当て，かつ全行程（81 日）に 6⊖8 日を最低ライ
ンの予備日としてあてることを前提に計画を立案した．DROMLAN の遅延可能性も想定し，
実際の計画書には詳細を掲載したが，本報告では省略する．日本隊は，S16 の出発から帰還





Fig. 3.  Expanded view II, from Fig. 1. The area covers Dome Fuji and the meeting point. Red, blue, and green 
traces highlight traverse routes for the Japanese, Swedish, and Norway⊖USA teams, respectively. The 
locations and dates of campsites for the inland and return traverses are shown with red and brown letters, 
respectively.
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図 4　図 1 で四つの枠で示したエリアのなかで，エリアⅢの拡大図．コーネン基地と会合点を含むルー
トを示す．色の使用は図 2 や 3 と同様．青い点線はスウェーデン隊の往路，実線は復路．
Fig. 4.  Expanded view III, from Fig. 1. The area covers Kohnen Station and the meeting point. Dotted and solid 
blue lines are for the inland and return Swedish traverses, respectively. The locations and dates of 
campsites for the inland and return traverses are shown with red and brown letters, respectively.
図 5　図 1で四つの枠で示したエリアのなかで，エリアⅣの拡大図．ワサ基地とコーネン基地を含むルー
トを示す．色の使用は図 2⊖4 と同様．
Fig. 5.  Expanded view IV, from Fig. 1. The area covers the Kohnen Station and the Wasa Station. The locations 

























































































ヤ基地から S17 に移動する航空便が，悪天のために遅れたため，出発まで 4 日の遅れがでた．
また，内陸行動の後半には，一部の隊員に心身のストレスが強くあらわれたため，計画より
も 4 日早くドームふじ基地を離れた．結果として，トラバース旅行の日数はほぼ 1 割減の
73 日間となった．一方スウェーデン隊は，当初の日程（ワサ基地発から帰還まで）を 58 日
間として計画していた．しかし， 12 月中に悪天に見舞われ停滞した日数が約 10 日間に及ん
だ．結果的に日程に大きな影響が生じ，総行動日数は 50 日間となった．
3．　人員・役割分担
　トラバース旅行は，第 48 次越冬隊員と第 49 次夏隊員をあわせた表 2 のメンバーで実施し












　車両は SM111，112，114，116（号車）の 4 台を使用した．車両については，SM100 型車
のなかから最も調子の良好なものを第 48 次越冬隊が選択した．人員および車両役割は表






Table 2.  List of members in the Japanese team.
表 3　スウェーデン隊メンバー一覧















表 4-1　往路 S16 出発時における車両・人員・橇の配置
Table 4-1.  Allocation of members, vehicles, and sledges departing S16 on the inland traverse. 
表 4-2　往路ドームふじ基地出発時における車両・人員・橇の配置





　図 7 で，SM112 は氷床深層探査を主目的とした 2 台のレーダを搭載している．もし 2 台
表 4-4　復路ドームふじ基地出発時における車両・人員・橇の配置
Table 4-4.  Allocation of members, vehicles, and sledges departing Dome Fuji on the return traverse.
表 4-3　復路会合点出発時における車両・人員・橇の配置
Table 4-3.  Allocation of members, vehicles, and sledges departing the meeting point on the return traverse.
図 7　車両に対する計測器配置案（通常走行時）概念図．雪上車のボディをだいだい色で表現し，そ
の上部や側部に設置したセンサーやアンテナのポンチ図としている．
Fig. 7.  Schematic view of the instrument installation on the tracked vehicles. The tracked vehicles are shown 
in orange. Images of antennas or sensors are also shown.
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のレーダが干渉した場合には，片方のみの運用とするか，離して運用することとして考えた．







 ・自走用南極用軽油：12 台（144 本）






 ・食糧橇：3 台（箱 1，平 2）．箱橇には共同装備品も積載．
 ・布団橇：1 台
 ・トイレ橇：1 台（幌）
　これらの橇のうち，燃料橇を除く橇の積載物内訳は表 5 （往路（昭和基地出発時）），表 6 （内
陸行動中に新規に発生した物資）のとおりである．
　図 8 は，S16 出発時の橇編成の例である．トイレ橇と燃料を，停止時に最も先に止まる確
率の高い先頭車両の末尾に付けて利便をはかった．給油やトイレをこれで効率的に行うこと
ができる．食堂の役割をもつ 2 台目の車両が食材をけん引した．観測を中心とする 3 台目， 
4 台目は，観測用品をけん引した．機械担当隊員が搭乗する最後尾の車両が，機械関連物品




本，ドームふじ基地の南軽 35 本を直置きデポから橇に積み込んで自走用に輸送した（表 7）．
また，会合点でスウェーデン側に供与するための JET-A1（第 42 次観測隊持ち込み）27 本
もドームふじ基地直置きデポから橇積みした．このほか，ドームふじ基地では，国立極地研
究所地学部門からの依頼で，直置きデポの第 46 次観測隊 JET-A1　12 本を橇積みして滑走
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路脇に橇ごとデポした．内陸の ARP2 地点（72°56′S, 43°24′E）には第 47 次観測隊がデポ
した直置き南軽が 2 本あり，往路に給油して消費した．H212 にも第 47 次観測隊がデポした
橇積み南軽 12 本があり，国立極地研究所雪氷部門から回収すべきとの指示がでていたので，
復路に橇ごと回収し S16 へ輸送した．
　橇積みおよび給油で消費した南軽の合計は昭和基地からの輸送分もあわせると 274 本， 
表 5　橇の積載物内訳
Table 5.  Main items transported with the sledges.
表 6　内陸行動中に新規に発生した積載物内訳








Fig. 8.  Schematic view of the tracked vehicle and sledge arrangement. The tracked vehicles are shown in 
gray. Images of the sledges are shown to the right.
図 9　7 橇をけん引する編成方法の説明図









　過去の雪上車の燃費実績を参考に考え， S16 から中継拠点までの往路は， 5.0 l/km （過去
データは 4.2⊖4.9 l/km）として計算した．中継拠点から内陸側は軟雪帯となり燃費が低下す
るので，ここは 5.5 l/km （過去データは 5.4 l/km）として計算した．橇を 1 台のみけん引する
程度の調査走行は，3.0 l/km （過去データは 5.4 l/km）として計算した．ドームふじ基地から
S16 までの帰路については，3.5 l/km （過去データは 3.1⊖3.4 l/km）として計算した．
①出発時燃料には JET-A1 を 12 本，レスキューフライト用の燃料として準備した．








②ドームふじ基地から会合点への往復は，橇 1 台 + αドラムの余裕を確保する．なお，こ
の余裕は，4 台の雪上車が橇フルけん引で約 3 日間，計 140 km 走行可能なものである．
表 7　トラバースで消費した南極用軽油（南軽）と JET-A1
Table 7.  Fuel consumption during the traverse.
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（1/7）
Table 8.  Activity records of the traverse team. (1/7)
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（2/7）
Table 8.  Activity records of the traverse team. (2/7)
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（3/7）
Table 8.  Activity records of the traverse team. (3/7)
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（4/7）
Table 8.  Activity records of the traverse team. (4/7)
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（5/7）
Table 8.  Activity records of the traverse team. (5/7)
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表 8　トラバース旅行隊行動記録（6/7）









　総計で約 320 本の空ドラムが発生し，このうち約 60 本はルートのなかの 10 km ごとの標
表 8　トラバース旅行隊行動記録（7/7）







および燃費を表 9 に示す．往路 S16～会合点において，総給油量はハイスピーダー算出値で
53655 l・ドラム缶 268 本であり，このうち，中継拠点，ドームふじ基地，および会合点での
作業で消費したのは 4627 l・23 本である．当初計画では，移動・作業および予備燃料を合わ
せて 64000 l・320 本の使用を見込んでいたので，計画よりドラム缶 52 本分程度少なくてす
んだことになる．ルート距離およびハイスピーダー給油量から算出した平均燃費は，移動の
































































































































































































　S16 より内陸では， 2030 LT より SM114 搭載の HF 無線機により昭和基地と定時交信を行っ
た（周波数は主波 4 MHz，予備波 7 MHz）．複数人で交信の内容を聞けることなどから， HF
を主通信手段として用いたが，交信状況が悪いときはイリジウム衛星携帯電話を使用した．
使用割合は HF 通信が約 7 割，イリジウム通信が約 3 割である．中継拠点～ドームふじ基地
表 10　通信用ボイス機器と用途
Table 10.  Voice communication instruments and applications.
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旧 2 機種（Motorola 9505，9505 A）があるので，バッテリーやデータ通信キットもそれぞれ
規格が異なる．トラバース旅行では旧型機種である「9505」に統一した．イリジウム衛星携
帯電話は昭和基地から 2 台，国立極地研究所から 2 台借り受け合計 4 台を携帯した．トラバー


















IMAP サーバー（NTT 系の民間のプロバイダ「goo メールアドバンス」）を月額 200 円にて
藤田の自己負担で利用した．通信速度としては，約 240 kB の画像を日本に送るのに約 20 分
かかった．また，電子メールとは別に，イリジウム衛星携帯電話の「ショートメッセージメー
ル」機能を通信手段として活用した．トラバース隊やトラバース隊メンバーのイリジウム機
への短信連絡や緊急連絡は，イリジウム社の web （http://www. iridium. com/）の「Send a Sat-




























図 10　トラバース実行期間中（2007 年 11 月中旬～2008 年 2 月初旬）の連絡網




　第 48 次観測隊員は各人が昭和基地で使用していた UHF を，第 49 次観測隊員は通信から
借りた 4 台の UHF を外作業の際などに使用した．不具合はなかった．
7．　ナビゲーション
7.1.　船舶航行用 GPS
　表 12 には，トラバース時に用いた各車載の船舶航行用 GPS の一覧を示す．車載の GPS
は光電社製 GPS と JRC 製 GPS があったが， JRC のものは進行方向を示す線が表示されない
ため，ナビゲーション GPS としての利用は困難であった．このため，ナビゲーションは先
頭車 SM111 車載の光電社製 GPS をメインに使用した．S16～ドームふじ基地では，GPS ポ
イントカセット 4 本（第 46 次観測隊データ入力済）を使用，ドームふじ基地～会合点では，
カセット 2 本にデータを新たに入力してルート航法を行った．SM111 以外の車両では，GPS
ポイントを適宜カセットに上書きコピーして使用した．光電社製 GPS は走行中に一日数回
測位不能（1 回 10 分間程度．緯度経度表示が赤くなる）に陥り，現在地が表示されなくなっ
たり，現在地が突然，数百 m も飛んでしまったりする現象が発生した．みずほ基地～中継
拠点（サスツルギ帯登坂時）やドームふじ基地～会合点の新規ルートでナビをしているとき，
この現象のせいでルートを数 10 m 外して数百 m～1 km 走行することがあった．この現象は
SM111 車載のものだけでなく SM112，116 の光電社製 GPS でも発生した．この測位不能時，







表 12　船舶航行用車載 GPS の一覧
Table 12.  List of Marine Navigation type GPS mounted on the tracked vehicles.
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ウィンドウズ PC の上で動くソフトウェアで，FUGAWI Global Navigator というものである．
別途に用意した GPS 受信機から，シリアルケーブルを用いて NMEA 形式の信号を受信し， 
PC 画面の上に地図上の現在位置やナビゲーションに必要な各種の情報が表示されるシステ
ムである．あらかじめ緯度経度の情報とともに人工衛星画像（MODIS）を入力し，また，








　図 11 に示した PC 画面の左側の枠には，以下の情報が表示されている．次に到達するルー
トポイント「MD730」，そのポイントの現在位置からの磁方位（CTS），そのポイントまでの
距離（DTG），到達見込み時刻（ETA），そのポイント到達までにかかる時間（TTG），クロ
図 11　FUGAWI Global Navigator の PC 画面の一例 . ドームふじ基地近傍．































アは米国 RSI 社の ENVI であり，これをウィンドウズ PC に搭載して利用した．実際には，
1 台の PC に対し，NMEA 信号を 2 ポート送り込み，一つをナビゲーション用に，もう一つ
を ENVI 用にした．この ENVI には，事前に各種の人工衛星画像や GIS データ（たとえば
RADARSAT 衛星の合成開口レーダ，ICESAT 衛星のレーザー高度計データ，氷床下地形図
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図 12　雪上車の助手席に設置した GPS コンパス（左側の青色の機器）とナビゲーショ
ン補助用 PC
Fig. 12.  GPS Compass and PC setup for navigation.
図 13　雪上車の前部を占める船舶航行用レーダ（左側）と船舶航行用 GPS（右側）
Fig. 13.  Displays from the Marine Navigation GPS and Marine Navigation radar, occupying 
the front inner part of the tracked vehicle.
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の BEDMAP，表面傾斜データ，可視画像の MODIS データ等）を入力した．画像にはあら
かじめルートが書き込まれているほか，GPS とのリンクにより，画像上に常に現在位置が
表示される．走行をする雪上車のなかで，常に周囲の環境と衛星画像を対比しながら進行す







　なお，今回活用をした GPS コンパス（Hemisphere 社製）は，2 ポートのデータ出力を有




図 14　ENVI の PC 画面の一例．みずほ基地近傍．右上が広域図，左が現在位置を示す
図，右下が拡大図．
Fig. 14.  An example ENVI screenshot. This image is from Mizuho. The upper right and left 
windows show the wider area and present location, respectively. The lower right 












 ・回避策 : 高地での自分の身体の反応を，高所訓練によってあらかじめ確認をする．行動中
に標高を有意に上げる段階でダイアモックスを服用し，水分摂取を励行する．高度障害はほ
とんどの隊員に現れるが，無理をして悪化させないことが重要である．






 ・急患が発生し，航空機の速やかな手配ができない場合，雪上車の 24 時間走行により，患
者を標高の低いところに下ろすことも選択肢とする．過去の例（第 37 次観測隊）では，緊
急物資輸送のために SM100 型車を用いドームふじ基地からみずほ基地まで単車 3 日で移動
をした実例がある．
②「雪上車の故障」
 ・回避策 : 雪上車は内陸旅行での行動をするための命綱である．担当機械隊員 2 名のリード
のもと，メンバー全員が日常点検と無理のない運用に特に留意する．














 ・回避策 : 雪上車にかかわる事故発生を予防するため，雪上車運転にかかる観測隊のルール
遵守を徹底する（たとえば，エンジン始動警告としてホーン 1 回，前進合図としてホーン 2 回，




































































　航空機が何らかの事情で遅れた場合，基本的に S17 航空支援隊は S17 にて待機．ただし，
20 日以上フライトが遅れることが決定的であれば，第 48 次観測隊，第 49 次観測隊，スウェー









地（観測隊長，時期に応じ第 48 次あるいは第 49 次）あるいは国内からノボラザレフスカヤ






地滑走路や ALCI に救援要請をしてもらうほうが確実である．特に昭和基地は 24 時間連絡
が取れる．内陸隊は通信手段が限定されている（上記，緊急時の昭和基地との通信確保と関
連）．








































ついては両者の協議を要する．仮に 1 国が計画を中止しても，他の 1 国は可能な範囲で観測
活動を継続することはありうる．
③日本からスウェーデンへの燃料補助
　スウェーデン側から帰路の燃料 33 本の支援要請を日本側は 2003 年以降にうけており，プ
ロジェクトリーダー間（Holmlund，藤井）では了解をしている．この燃料補給が万一アク
シデントによってキャンセルされたとしても，スウェーデン側が帰還困難に陥ることはない









た．上記についてはストックホルム会議（2007 年 6 月 18 日， 19 日）にて確認をした．
9．　生活管理






























寝ることになる．図 15 に，車内での就寝場所の例を示す．2⊖3 名で就寝をする場合，車両
にある 2 台の寝台，床面 1，床面 2 が就寝場所の候補になる．2 段寝台の上部は狭く，シュ
ラフに入り込む作業が容易ではない．1 台の車両に 3 名が就寝をする場合，隊員の選択によ































感冒 3 名，胃痛・下痢症 1 名，腰痛症 1 名，指擦過傷 1 名，口唇ヘルペス 1 名，口唇日焼け

























　朝夕は米を主食とし，1 食あたり 8 名分を 6 合と見積もり，1 パック 6 合入りの無洗米を
基幹日程 91 日分および予備日 4 日分準備した．ここでは，前提として，トラバース隊（越
冬 4，夏 4）全員が一緒にいる日数とその内訳を以下のように見積もった．食料計画を表 15
に示す．
2007/11/05⊖2008/02/03＝91 日基幹日程　→　91 日分 8 名＝728 人日






で自作したおにぎりを補食した．夕食の副食は，観測隊調理隊員に依頼して， 1 パック 4 人
分のレーション（カレー，肉料理など基地での食事の一部を真空パック後冷凍したもの）を


















Table 15.  Food plan.
134 藤田秀二ほか







































　トラバース旅行では第 48 次越冬隊，第 49 次夏隊，スウェーデン隊が共同で観測を実施し
表 16　ごみ分別表










状況を表 18 に示す．また，レーダを搭載した雪上車の様子を図 16 に示す．
⑴　陸 179 Ⅲ観測
　レーダの型式については，文献（藤田，2008）も参照されたい．このレーダは，多偏波お
よび IQ（振幅・位相）検波方式の 179 MHz 氷床探査レーダであり，平成 17 年度に新規作成
表 17　トラバース中に発生した廃棄物の内訳
Table 17.  List of waste during the traverse.
表 18　トラバース中に運用したレーダの内訳




対する信号の変化を調査する目的で，雪上車の方位を 22.5°ずつ 16 ステップで時計回りに変








　地中探査レーダ（GPR）は，GSSI 社製 SIR3100 に 270 MHz アンテナを装着したものであり，
平成 18 年度に新規導入をした．使用した表層 80 m までの積雪内部構造観測を S16～ドーム
ふじ基地～会合点～ドームふじ基地で実施した．測線長は約 1900 km，データは欠測なく取
得できた．また，サスツルギの向きとレーダの反射強度との関係を調べるために，キャンプ





　ログ検波方式の 60 MHz 氷床探査レーダを，氷厚計測を主目的として運用した．このレー
図 16　（a）レーダを搭載した雪上車，（b）雪上車内の棚に配置したレーダ機器群．
Fig. 16.  (a) The ice-sounding radar mounted on the tracked vehicle. (b) Radar instruments on the shelves 
within the tracked vehicle.
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ダは第 37 次観測隊，第 40 次観測隊，第 43 次観測隊等ですでに運用されており，S16～ドー
ムふじ基地ではデータが蓄積されている．今回は，当初，陸 30（藤田，2008）を氷厚計測
目的のレーダとしていた．しかし，S16 での初期運用によってこのレーダが不調であること







いては，過去の計測でパルス幅 250 ns，500 ns での計測結果は蓄積していた．このため，新
たな計測条件として， 1000 ns のパルス幅設定としてデータ収録を実施した．
⑷　空 179 Ⅱ陸による観測
　ログ検波方式の 179 MHz 氷床探査レーダを，氷厚計測を主目的として運用した．このレー









り，受信信号に大きなノイズが出現した．陸 434 と陸 179 Ⅲはレーダの構造が共通であった
ため，陸 179 Ⅲの LNA を装着したところ，ノイズがのることなく計測が可能であることが
わかった．この段階で一旦のデータ収録をしている．ドームふじ基地からの帰路で陸 179 Ⅲ




















①使用センサー 1 : MMRS2　6 GHz V/H， 18 GHz V， 36 GHz V/H
内訳は，平成 19 年度国立極地研究所新規作成分（6 GHz V/H， 36 GHz V/H）と北見工業大学
備品（18 GHz V）
②観測期間 : 2007 年 11 月 7 日～2008 年 1 月 27 日
③観測地域 : 南極大陸沿岸部，内陸高原部　約 2800 km　S16～ドームふじ基地～会合点～ワ
サ基地
④観測地域の特徴 : 季節融解有無，温暖／寒冷，粒径大小，涵養多少，卓越風系のある地域







































④赤外センサーの ON/OFF 不能（6 GHz 機，赤外センサー内部のスイッチ問題）
⑤バッテリー電源使用の注意（電源供給と充電・放電の実施の注意）
⑥使用中の通信エラーによる測定停止．雪上車の直流電源の不安定による．
⑦複数電源 : 外部電源 24 VDC，12 VDC のどちらかだけで使用できたほうが便利．
⑧シリアル電源ケーブル : 順調に使用











10 km ごと，計 290 地点で実施した．また，微量金属成分の分析を目的とした表面積雪試料
の採取を約 20 km ごと，計 147 地点で実施した．試料採取は，上記の化学成分・水同位体用
試料と同時に行った．
イ．ピット観測
　ピット観測は，中継拠点・MD732・中間点・会合点の計 4 地点で，それぞれ 11/30・
12/10⊖12・12/20・12/24⊖26 に実施した．中継拠点・中間点では 2 m 深の，MD732・会合点
図 17　（a）日本隊雪上車に搭載したマイクロ波放射計，（b）マイクロ波放射計拡大写真，（c）スウェーデン
隊雪上車に搭載したマイクロ波放射計．
Fig. 17.  (a) The microwave radiometers mounted on the tracked vehicle. (b) The microwave radiometers. (c) The 
microwave radiometers mounted on the Swedish tracked vehicle.
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では 4 m 深のピットを掘削した．ただし中継拠点での観測は地ふぶきに見舞われ，途中で試
料採取を断念した（0⊖0.2 m 深のみ実施）．試料は，化学成分および水同位体用と，微量金属
成分用に分けて採取した．試料採取間隔はそれぞれ 2 cm・5 cm であった．
⑵　極限微生物環境の調査のための積雪サンプリング
　試料採取は，トラバースルート上（往復）約 200 km ごと，計 14 地点，およびドームふじ
基地近傍（約 10 km の範囲） 4 地点で実施した．また，スウェーデン隊が往路 3 地点で採取
した試料を会合点で受け取った．
⑶　花粉分析のための積雪サンプリング
　試料採取は，S16～ドームふじ基地ルート上（往路）標高約 500 m ごと，計 8 地点，およ









　試料採取は 2007 年 12 月 12 日に MD732 にて実施した．
図 18　極限環境生物研究用の積雪サンプル採取の様子
Fig. 18.  Snow sampling for biological purposes.
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15.4.　氷床の堆積環境の広域調査
　ルート雪尺観測は，トラバース旅行帰路の 2008 年 1 月 9⊖26 日の期間に実施した．DF80




本），みずほ基地（101 本），Z40（36 本）， H180（36 本），H68 （36 本）および S16（36 本）．
今後の観測継続のために，MD180，MD68，S16 の 3 地点の 36 本雪尺網の雪尺をすべて立て
替えた．また，H180 では倒れかけていた雪尺 9 本を立て替えた． S122（36 本）の雪尺網は
ほとんどの雪尺が埋没したと思われ，今回発見できなかった．S30 でのヘリオペの日程が決
められているため時間的余裕がなく，再設置の実施を見送った．
　また，ドームふじ基地～会合点の新規ルートでは，33 本雪尺を CMOS-AWS 点と会合点
に新規設置した．設置日は CMOS-AWS 点が 2007 年 12 月 20 日，会合点が 12 月 25 日である．
15.5.　広域での気象観測
⑴　無人気象観測点の新規設置（日本⊖スウェーデン会合点ほか）および既存点の保守作業
　以下の地点における ARGOS タイプ AWS および CMOS タイプ AWS の保守および新規設
置を行った．
図 19　日本⊖スウェーデン会合点での雪尺網の設置と計測作業風景
Fig. 19.  Snow stake farm measurements at the meeting point.
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①中継拠点








　CMOS タイプ AWS は昨年に保守を行ったものであるが，その気温，風向風速センサーと
記録計の移動と交換を行った．
③会合点
　新規 ARGOS タイプ AWS を設置した．2007 年 12 月 25 日よりデータ通信を始め，ウィス
コンシン大学により公開，記録されている． JASE2007 という観測地点名称となっている．
図 20　日本⊖スウェーデン会合点での無人気象観測装置の設置作業風景
Fig. 20.  Automatic Weather Station installation at the meeting point.
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④会合点とドームふじ基地の中間点





















高度に応じて変化した（図 21 （a））．車載自動気象装置の計測による気温のデータ（図 21 （b））
と風速（図 21 （c））のデータは，観測者による 1200 UT の毎日の地上気象観測の結果とよく
一致している．風速や地ふぶきという観点では，観測隊が会合点からドームふじ基地に向かっ
ている時点での気象条件が最も安定した．連続記録によるトラバース旅行時の最低気温は
2007 年 12 月 6 日 2300 LT（MD608）の－44.13 ℃，最高平均風速は 2007 年 11 月 20 日
1000 LT（MD38 付近）の 16.1 m/s，最低気圧は 2008 年 1 月 6 日 1900 LT（ドームふじ基地）




nematic GPS の連続観測（5 秒間隔）を実施した．往路，中継拠点～ドームふじ基地でメモリー
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表 19　気象観測記録（1/3）
Table 19.  Recorded weather conditions. (1/3)
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表 19　気象観測記録（2/3）





　氷床流動解明のためドームふじサミット，会合点，S16 にて二周波 GPS を使用した GPS
定点精密測位を実施した．使用機材は Trimble 社製 4000 ssi，観測日はドームふじサミット






ごとに 10 m 雪温観測と水同位体用の積雪サンプリングを実施した．10 m 雪温観測は穴開け
に使用したアイスドリルが不調（切りカスが穴に溜まる）で，12 地点しかデータを取得で
きなかった．積雪サンプリングは約 60 地点で実施した．
⑵　積雪物理構造解析のための 10 m コア掘削
　積雪物理構造解析のための 10 m コア掘削を，復路ドームふじ基地近傍の MD734 で実施
表 19　気象観測記録（3/3）
Table 19.  Recorded weather conditions. (3/3)
表 20　自動連続観測使用測器
Table 20.  Instruments used for automatic recording of weather conditions.
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図 21　トラバース旅行中の気象条件の時系列変化．グラフ上部には，主要な通過あるいは滞在地点名






Fig. 21.  Time series of the meteorological conditions during the traverse. Measurement locations are given at the 
top. (a) Elevation on the WGS84 ellipsoid (black) and air pressure (red). Air pressure was measured 
daily at 1200 UT. (b) Temperature record. Data with red symbols were measured by an operator daily at 
1200 UT, at a measurement height of 1.5 m above the surface. Black traces are continuous measurements 
from an Automatic Weather Station mounted on a tracked vehicle, at a measurement height of 4 m above 
the surface. (c) Wind speed. Both manual (red) and automatic (black) measurements were made, and are 
labeled on the left axis. Wind direction was measured manually (green symbols), and is labeled on the 
right axis. (d) Visibility in km (left) and cloud amount (right).
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した．掘削は 2008年 1月 9日の 1700⊖2300 LTに実施した．採取したコアは 50 cm間隔に切り，
コアチューブに入れた上でコアケースに収納した．上部 150 cm はシモザラメで脆く，掘削
中に破砕してしまったためコア採取はできなかった．
⑶　積雪表面近傍の物理計測
　氷床表面の積雪物理構造を理解するため，キャンプ地において 0.5⊖1 m 深のピットを掘っ
て各種の計測を実施した．観測地点はZ8地点から会合点の間，約50 km間隔で27地点（MD356
地点までの 11 地点は 0.5 m 深）．観測項目は，層位観察，粒径測定，積雪サンプラー（3 cm 厚）
による密度測定，スノーフォークによる誘電率測定である．粒径測定は層位ごと，密度と誘
電率測定は 3 cm 間隔で行った．ピットの掘削と計測はキャンプ地にはいった直後 1800 LT
ごろから約 2 時間を要した．
⑷　4 m， 2 m ピットでの物理計測およびフィルン試料のサンプリング
　氷床表面の積雪物理構造を理解するため，および積雪サンプルの解析に必要な情報を得る
ため，4 m および 2 m ピットにおける各種計測を実施した．ピットは積雪サンプル用に掘削
したものと同一である（観測地点などの詳細は表 21 を参照）．観測項目は，層位観察，粒径
測定，積雪サンプラー（3 cm 厚）による密度測定，スノーフォークによる誘電率測定，雪
温度測定である．粒径測定は層位ごと，密度と誘電率測定は 3 cm 間隔，雪温測定は 10 cm
間隔で行った．会合点の 4 m ピットにおいては，スウェーデン隊の研究者によって ECM （電
気伝導度）測定，粒径測定も行われた．それぞれのピットにおいては，フィルンの物理解析
を目的とした積雪ブロック（断面は 25 cm×25 cm）を採取し，日本へ輸送した．
⑸　表層部密度の観測
　氷床表面付近の積雪の密度と，その夏期の日射による発達を検証するために，表層部密度
の計測を実施した．試料採取は，3 cm 厚の角形サンプラー，それに，11.5 cm 長の円柱型サ
図 22　1 日 1 回キャンプ地で実施した 1 m 深ピット観測の様子






② 3 cm 厚の角形サンプラーでは，表面から 3 cm ステップで，18⊖21 cm 深の密度を計測した．
③試料重量は，電子天秤あるいはバネ秤にて計測をした．
④ 11.5 cm 長の円筒サンプラーでも同様に計測をした．この計測では，11.5 cm 深までの計測
を 1 地点において 3⊖4 回繰り返し実施をした．
⑤ 2 種の異なるサンプラーによる計測は，それぞれ交互に 10 km ごとに実施をした．
⑥計測は，往路に中継拠点から開始し，復路の中継拠点まで実施をした．その結果，中継拠








図 23　日本⊖スウェーデン会合点での 4 m ピット作業






ング頻度は 50 km ごととした．また，ドームふじ基地においては，化学成分の空間不均一性
をみる目的で多数サンプルの集中採取を実施した．
⑵　Kinematic GPS 計測
　Ivar Andersson 氏は，氷床表面形態の測量のため会合点以降のルートにおいて Kinematic 







































　4 m ピット，それに 2 m ピットは合計 4 箇所の地点で行った．観測項目や試料採取項目は
表 21 に記載するとおりである．
16.2.　日本‒スウェーデン会合点を南北に横切る全長約 40 kmの測線
　日本⊖スウェーデン会合点（75°53′S, 25°50′E, 高度 3661 m）を中点にして，北方 20 km
の地点（75°44.43′S, 26°16.04′E, 高度 3647 m），それに南方 20 km の地点（76°2.01′S, 











































































　ドームふじ基地近傍において，陸 60 Ⅱレーダと陸 179 Ⅲレーダを搭載した SM112 を用い
て，ドームふじ基地から北西方向域を中心とした氷床レーダ観測を実施した．観測地域と経




Table 22.  Items of observation along the cross traverse.
図 24　ドームふじ基地南西方向での氷厚計測走行路
Fig. 24.  Trace of the tracked vehicle for ice thickness measurements on the southwest side of Dome Fuji.
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研究者 Chester C．Langway 先生にお目にかかったとき，「Langway の七つの P の法則」とい
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付録 1　日本⊖スウェーデントラバース旅行での行程上の主要な地点
Appendix 1.  List of main sites along the Japanese⊖Swedish traverse.
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付録 2　観測で取得した資試料の一覧（1/3）
Appendix 2.  List of data and samples that were collected during the traverse. (1/3)
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Appendix 2.  List of data and samples that were collected during the traverse. (2/3)
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Appendix 2.  List of data and samples that were collected during the traverse. (3/3)
